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■仲間と奏でる いのちの鼓動

　８月20日・21日、第８回全国中学
校総合文化祭が開催され、全国か

ら集まった中学生の舞台発表や美

術作品の展示などが行われました。

開会集会では、津軽地方の中学生

約600人が、郷土色豊かなステージ
で全国の仲間を歓迎しました。

 特　集

市立博物館特別企画展
「源氏物語千年
　　－石山寺の美－」
　　･･･････････････････
●市　政

　弘前市中心市街地活性化基本計画･･

　９月９日は「救急の日」････

●話　題

　津軽広域連合だより････････

　弘前写真館････････････････

●お知らせ

　催し、教室など ････････････

●健　康

　９月はがん征圧月間 ほか････

　保健センターだより ほか････

●グラフ

　’０８ねぷたまつり ･･････････



源
氏
物
語
千
年

 

ー
石
山
寺
の
美
ー

市
立
博
物
館
の
特
別
企
画
展

市
立
博
物
館
の
特
別
企
画
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９
月
６
日
〜

９
月
６
日
〜
１０１０
月
５
日

月
５
日

　

石
山
寺
は
、
天
平
19
年
（
７
４

７
）
に
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り

開
か
れ
た
寺
で
、
近
江
八
景
の
一

つ「
石
山
の
秋
月
」と
称
さ
れ
る
景

勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
／
古
く
か
ら
縁

結
び
、
安
産
、
福
徳
な
ど
の
寺
と
し
て
信
仰
を
集

め
、
平
安
時
代
に
は
、
紫
式
部
や
清
少
納
言
な
ど

も
訪
れ
ま
し
た
／
寛
弘
元
年
（
１
０
０
４
）、
紫

式
部
が
石
山
寺
に
こ
も
っ
た
折
に
、
琵
琶
湖
に
映

え
る
８
月
の
十
五
夜
の
月
を
見
て
、「
須
磨
に
流
さ

れ
た
源
氏
が
、十
五
夜
の
月
に
、都
で
の
管
弦
の
遊

び
を
回
想
す
る
」
場
面
を
着
想
し
、『
源
氏
物
語
』

に
生
か
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
／
紫
式
部
が

こ
も
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
部
屋
は
、「
源
氏
の
間
」

と
し
て
現
在
も
保
存
さ
れ
、
こ
の
時
使
用
し
た
と

い
う
硯
な
ど
と
と
も
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
宝
の
古
文
書
や
重
要
文
化
財

の
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」、快
慶
作

「
大
日
如
来
坐
像
」
な
ど
の
貴
重

な
彫
刻
と
、
紫
式
部
や
『
源
氏
物

語
』
に
ち
な
ん
だ
絵
画
・
工
芸
作

品
な
ど
、約
80
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

開
催
期
間　

前
期
＝
９
月
６
日

（
土
）
〜
21
日
（
日
）
／
後
期
＝

９
月
23
日（
火
）〜
10
月
５
日（
日
）

※
作
品
保
護
の
た
め
会
期
中
に
一

部
作
品
の
展
示
替
え
を
し
ま
す
。

　

開
館
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時
半
（
た
だ
し
、
期
間
中
の

金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館
）

　

観
覧
料　

一
般
＝
８
０
０
円

（
６
０
０
円
）
／
高
校
・
大
学
生

＝
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）
／
小
・

中
学
生
＝
２
０
０
円（
１
０
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。
60
歳
以
上
の
市
民
や

市
内
の
小
・
中
学
生
、
障
害
者
、

外
国
人
留
学
生
は
無
料
で
す
。
年

齢
や
住
所
な
ど
を
証
明
で
き
る
も

の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
館
日　

９
月
８
日
・
16
日
・

22
日
・
29
日

　

主　

催　

大
本
山
石
山
寺
／
弘

前
市
／
弘
前
市
教
育
委
員
会
／
弘

前
市
立
博
物
館
／
東
奥
日
報
社

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

と　

き　

９
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

　

と
こ
ろ　

市
立
博
物
館
（
下
白

銀
町
）
展
示
室

　

演
題
と
講
師　
『
石
山
寺
の
歴

史
と
美
術
』…
梶
谷
亮
治
さ
ん（
東

大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
設
立
準

備
室
長
）
／
『
石
山
寺
の
紫
式
部

図
と
源
氏
絵
』
…
片
桐
弥
生
さ
ん

（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
准
教
授
）

　

入
場
料　

無
料
（
観
覧
料
は
必

要
で
す
）

　

共　

催　

市
立
博
物
館
後
援
会

　

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物
館

（
☎
35
・
０
７
０
０
）

重要文化財『大日如来坐像』快
かいけい

慶作

（石山寺多宝塔現本尊像）

国宝『漢
かんじょ

書　高
こうていき

帝紀下』部分

　

西
暦
２
０
０
８
年
の
今
年
は
、

石い
し

山や
ま

寺で
ら

（
滋
賀
県
大
津
市
）
で
紫

式
部
が
『
源
氏
物
語
』
の
構
想
を

得
て
、
物
語
を
執
筆
し
て
か
ら
千

年
目
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

『
源
氏
物
語
』
は
日
本
が
世
界
に

誇
る
一
大
文
学
で
あ
り
、
同
時
に

以
降
の
日
本
人
の
美
意
識
を
形
作

っ
て
き
た
核
で
も
あ
り
ま
す
。
国

宝
・
重
要
文
化
財
を
多
数

含
む
石
山
寺
の
寺

宝
と
と
も
に
、
日
本

人
の
美
意
識
を
探
り
ま
す
。

『
紫
式
部
図
』
土と

さ佐
光み

つ
お
き起

筆

『源氏物語冊子形蒔絵箱』

『源氏物語図屏風』右隻部分「初音」　板
いたや

谷広
ひろたか

隆筆（六条院の正月、明石の姫君のところに、別れて暮らす母親の明石

の上から新年のあいさつが届く場面。＊六条院＝源氏の邸宅）

『源氏物語図屏風』左隻部分「朝顔」　板谷広隆筆（源氏と紫の上が、雪の夜に庭を見ながら語り合う場面）

 

石
山
寺
と

 

『
源
氏
物
語
』

　

特
別
企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
を
、
市
立
博
物
館
・
学

芸
員
の
三
上
幸
子
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
す
る
作
品
は
す
べ
て
石
山
寺
所
蔵
の
も

の
で
す
。
石
山
寺
は
千
年
以
上
続
く
古
い
お
寺
で
、

教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
有
名
な
『
石
山
寺
縁
起
絵

巻
』
も
展
示
し
ま
す
。
寺
仏
の
『
大
日
如
来
坐
像
』

や
『
如
意
輪
観
音
坐
像
』
が
寺
の
外
に
出
る
の
は
大

変
珍
し
く
、
ほ
か
に
も
今
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
は
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」
に
当
た
り
、

『
源
氏
物
語
』
や
紫
式
部
に
関
す
る
優
れ
た
美
術
品

も
数
多
く
展
示
し
ま
す
。『
源
氏
物
語
』
は
、
千
年

も
の
間
、
人
々
に
愛
さ
れ
、
読
み
継
が
れ
て
き
た
物

語
で
す
。
勉
強
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
お
も
し

ろ
い
物
語
を
、
美
し
い
絵
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
企
画
展
は
前
期
・
後
期
と
作
品
を

入
れ
替
え
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
お
見
逃
し
な
く
。

ま
た
、
展
示
の
様
子
は
「
ス
ポ
ッ
ト
弘
前
」
で
も
放

送
し
ま
す
（
９
月
23
日
、
午
後
４
時
〜
４
時
15
分
、

青
森
朝
日
放
送
）。
番
組
で
予
習
な
ど
し
た
り
、
観

覧
後
に
も
う
一
度
楽
し
む
な
ど
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
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市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取

り
組
み
は
、
昭
和
54
年
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
た
、
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
西

側
の
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
駅
前
地
区
・
土
手

町
地
区
を
中
心
に
、
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
マ
イ
タ
ウ
ン
計
画
（
昭
和

61
年
策
定
）、
旧
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
（
平
成
12
年
策

定
）
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を

行
い
、
公
共
に
よ
る
ハ
ー
ド
整
備

は
、
最
終
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

約
30
年
に
わ
た
る
取
り
組
み

で
、
中
心
市
街
地
の
都
市
環
境
は

向
上
し
、
駅
前
地
区
を
中
心
に
共

同
住
宅
の
立
地
が
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
定
住
人
口
が
減
少
か
ら

増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
一
定
の
効
果
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

都
市
環
境
が
向
上
し
、
中
心
市

街
地
へ
の
居
住
の
動
き
が
見
ら
れ

る
一
方
で
、
中
心
商
店
街
の
通
行

量
は
減
少
し
、
空
き
店
舗
も
増
加

傾
向
に
あ
る
な
ど
、
い
ま
だ
活
性

化
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
格
的
な
人
口
減
少

と
超
高
齢
社
会
の
到
来
、
地
方
財

政
の
悪
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
今

後
は
、
社
会
の
動
き
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
公
共
に
よ

る
ハ
ー
ド
整
備
中
心
の
ま
ち
づ
く

り
か
ら
、
中
心
市
街
地
が
現
在
持

っ
て
い
る
多
様
な
機
能
を
活
用
し

て
、
経
済
活
力
を
向
上
さ
せ
る
ソ

フ
ト
の
整
備
が
重
要
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
、
新
た
に
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

基
本
計
画
で
定
め
る
中
心
市
街

地
の
区
域
は
、
駅
前
地
区
、
土
手

町
地
区
、
弘
前
公
園
と
歴
史
的･

文
化
的
資
源
が
多
い
そ
の
周
辺
地

区
を
含
む
約
２
３
０
㌶
（
右
ペ
ー

ジ
下
図
を
参
照
）。
市
民
や
商
業

者
、
観
光
客
な
ど
、
多
く
の
人
た

ち
が
生
き
生
き
と
触
れ
合
う
中
心

市
街
地
｜
住
人
（
ひ
と
）
と
商
人

（
ひ
と
）
と
旅
人
（
ひ
と
）
が
ふ

れ
あ
う
「
ま
ち
な
か
」
｜
を
基
本

理
念
に
、

◎
歩
い
て
で
か
け
た
く
な
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
（
多
く
の
市
民
が

訪
れ
、回
遊
で
き
る
中
心
市
街
地
）

◎
歴
史
・
文
化
と
触
れ
あ
え
る
観

光
の
ま
ち
（
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
市
民
や
観
光

客
も
楽
し
め
る
中
心
市
街
地
）
を

目
指
し
ま
す
（
上
右
図
を
参
照
）。

　

さ
ら
に
今
回
の
基
本
計
画
で

は
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
に
ど
れ
く

ら
い
近
づ
い
た
か
を
測
る
た
め
、

歩
行
者
・
自
転
車
通
行
量
や
中
心

商
店
街
の
空
き
店
舗
率
、
観
光
施

設
等
の
利
用
者
数
を
指
標
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

目
標
の
実
現
に
向
け
、
計
画
期

間
で
あ
る
平
成
24
年
度
ま
で
の
お

お
む
ね
５
年
間
で
、
行
政
や
民
間

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
と
な
り
展
開
す

る
事
業
は
、
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ

ト
事
業
合
わ
せ
て
53
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
（
上
左
表
を
参
照
）。

商
工
会
議
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
店
街

振
興
組
合
な
ど
で
組
織
す
る
弘
前

市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を

軸
に
、
商
業
者
・
市
民
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
労
政
課

商
業
振
興
係
（
☎
内
線
２
５
９
）

弘
前
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

4

活
性
化
基
本
計
画

住ひ

と人
と

商ひ

と人
と

旅ひ

と人
が

ふ
れ
あ
う
「
ま
ち
な
か
」

　

官
公
庁
や
公
共
公
益
施
設
、
医
療

機
関
、
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
資
源
な
ど
が
集
ま
り
、
多
様

な
機
能
を
持
つ
弘
前
市
の
中
心
市
街

地
。
最
近
で
は
、
中
心
市
街
地
を
舞

台
に
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学

な
ど
が
主
体
と
な
り
、
居
住
、
観
光
、

情
報
、
子
育
て
、
芸
術
な
ど
広
い
分

野
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
歩
行
者
の
通
行
量
が

年
々
減
少
す
る
な
ど
、
い
ま
だ
活
性

化
に
は
至
っ
て
い
な
い
現
実
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
中
心
市
街
地
が

持
つ
機
能
を
活
用
し
な
が
ら
、
コ
ン

パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
７

月
９
日
に
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
の
参
画
の
も
と
、
国
の
支
援
も

受
け
な
が
ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※弘前市中心市街地活性化基本計画は、市のホームページで閲覧できます。

 

53 
事
業
を　
　
　

　
　
　

展　

開

新
た
な　
　
　
　

　
　

基
本
計
画

こ
れ
ま
で
の　
　
　

　
　
　
　

取
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課　

題

にぎわいを見せる昨年のカルチュアロード

基本計画に登載した主な事業

ハ
ー
ド
事
業
（
17
事
業
）

民間が主体…中土手町商店街環境整備事業、
土手町コミュニティパーク整備事業ほか（４
事業）

市が主体…弘前駅前北地区土地区画整理事
業、弘前公園整備事業ほか（９事業）

県が主体…都市計画道路 3･4･7 号弘前宮地
線整備事業、土淵川環境整備事業ほか（４事
業）

ソ
フ
ト
事
業
（
36
事
業
）

民間が主体…中心商店街サービス構築事業、
お買い物自転車貸出事業、都市と農村交流事
業、利用しやすい駐車場構築事業、市内循環
バス運営事業、まちなかミニシアター文化交
流事業、暮らしと市民活動支援事業ほか（17
事業）

民間と市が主体…中心市街地各種イベント開
催事業、新たな観光資源開発事業、新幹線活
用対策事業ほか（６事業）

市が主体…大規模小売店舗立地法の特例措
置、空き店舗活用チャレンジ融資利子補給措
置、商店街等近代化促進補助、弘前観光ユビ
キタス事業、地域 ICT 利活用モデル構築事業
ほか（12事業）

県が主体…アドバンス商店街支援診断事業

弘
前
公
園

弘
前
公
園

土手町

JR弘前駅
追手門
広場

○○

○

○藤田記念
庭園

市役所

弘前
消防署

○

弘前文化
センター

○

弘前
郵便局

弘前市の中心市街地活性化
基本計画区域

▲

Ⅱ 商店街の魅力と賑わい
の回復

Ⅳ まちなかの情報発信機
能の整備推進

Ⅵ まちなかを拠点とした
市民活動の促進

Ⅰ 暮らしの豊かさやまち
の楽しみが感じられる空
間と仕掛けづくり

① 歩いてでかけたくなる賑
わいのあるまち

○歩行者・自転車通行量（平日・
休日の平均）
H19 年：20,464 人→
　H24年：25,000 人（約4,500 人増）
○中心商店街の空き店舗率
H18 年：13.7％→
　H24 年：8.5％（5.2％減）

○中心市街地の観光施設等利用者数
H18 年：1,820,440 人→
　H24 年：2,125,000 人

（約 305,000 人増）

② 歴史・文化と触れあえる
観光のまち

（１）まちなかの情報発信機能
の整備推進
（２）街に来やすい交通環境づ
くり
（３）まちなかを拠点とした市
民活動の促進

目　標基本方針

Ⅲ 歴史的・文化的資源を
活用した都市観光の推進

Ⅴ 街に来やすい交通環境
づくり

▼
▼

▼

目標の実現を包括的に支える

住人と商人と旅人がふれあう「まちなか」住人と商人と旅人がふれあう「まちなか」
ひ と ひ と ひ と基本理念基本理念



6

▼と　き　10月 30 日・31 日の午前９時半～
午後５時（２日間の受講が必要）

▼ところ　岩木文化センターあそべーる（賀

田１丁目）１階ホール

▼対　象　消防法で義務付けられている次の

施設で、防火管理上必要な業務を遂行できる

管理・監督的な地位にある人

①30人以上収容する集会所・店舗・旅館・病院・
福祉施設（小規模社会福祉施設は収容人数 10
人以上）など

② 50人以上収容する共同住宅・学校・寺院・
工場・事務所など

※上記以外の希望者も受講できます。

▼受講料　5,000 円（テキスト代として。弘
前地区消防防災協会加入事業所は 3,000 円）

▼問い合わせ・申込先　９月 24 日～ 10 月
17 日に、消防本部予防課（本町、☎ 32・
5104）か最寄りの消防署・分署へ。

【危険物取扱者試験】

▼と　き　11月８日・15日（両日受験可）

▼ところ　弘前東高等学校（川先４丁目）

▼種　類　甲種（受験資格が必要）、乙種（第

１類～第６類）、丙種

※乙種・丙種には受験資格は必要ありません。

▼受験料　甲種＝ 5,000 円／乙種＝ 3,400 円
／丙種＝ 2,700 円

▼受付期間　９月 24日～ 10 月３日
※願書は、消防本部予防課（本町、☎ 32・
5104）か最寄りの消防署・分署へ。
【事前講習会】

▼と　き　10月 23 日・24 日の午前９時半～
午後４時半（２日間）

▼ところ　消防本部（本町）３階大会議室

※車での来場はできません。最寄りの駐車場

をご利用ください。

▼対　象　乙種第４類の受験者＝ 100 人（先
着順）

▼受講料　6,000 円（弘前地区消防防災協会
加入事業所は 3,000 円）

▼テキスト代　1,400 円

▼申込先　９月 24 日～ 10 月３日に、消防本
部予防課か最寄りの消防署・分署へ。

※危険物取扱者免状の写真は、交付日から 10
年以内ごとに書き換えが必要です。書き換え

に必要な書類は、消防本部予防課や最寄りの

消防署・分署で配布しています。また、危険

物取扱従事者は、３年ごとに保安講習を受講

しなければなりません。

甲種防火管理新規講習

危険物取扱者試験と
　　　　事前講習会

消防本部からのお知らせ

【
出
張
講
習
】

　

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
、
応
急
手
当
指

導
員
が
出
向
い
て
指
導
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・

分
署
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、受
講
申
込
書
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

【
定
期
講
習
】

　

個
人
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
、
毎
月
第
３
日
曜
日
（
午
前
９

時
〜
正
午
）
に
消
防
本
部
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
９
月
14
日
開
催
の
カ
ル
チ
ュ
ア

ロ
ー
ド
で
も
、
応
急
手
当
の
講
習

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
を
。

救
急
の
日

９月９日
は

　

「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
医
療
・
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
、
日

〜
土
曜
日
の
１
週
間（
今
年
は
９
月
７
日
〜
13
日
）を「
救
急
医
療
週
間
」と

し
、全
国
各
地
で
救
急
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
救
急
車
の
利
用
を

　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内

（
弘
前
市
・
大
鰐
町
・
藤
崎
町
・
西

目
屋
村
・
平
川
市
碇
ヶ
関
地
域
）

の
、
昨
年
の
救
急
出
動
件
数
は
６

４
０
９
件
、
搬
送
人
員
は
５
９
２

２
人
で
し
た
。
こ
れ
は
、
１
日
平

均
で
17
・
６
件
救
急
出
動
し
て
い

る
計
算
に
な
り
、
管
内
人
口
の

37
・
４
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利

用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
救
急
要
請
が
短
時
間
の

う
ち
に
集
中
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
救
急
車
の
現
場
到
着
時
間
が

遅
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
搬
送
人
員
を
見
る
と

急
病
が
最
も
多
く
、
全
体
の
５
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
搬
送

さ
れ
た
傷
病
の
程
度
を
見
る
と
重

症
の
人
よ
り
も
、中
等
・
軽
症
の
人

の
ほ
う
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
「
緊
急
で
な
い
場
合
」
や
「
い

た
ず
ら
」
な
ど
で
救
急
車
を
要
請

す
る
と
、
１
分
１
秒
を
争
う
、
命

の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
を
待
た
せ

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
緊
急
で
な
い
場
合
は
ほ
か

の
交
通
手
段（
※
）を
お
願
い
し
ま

す
。た
だ
し
、緊
急
の
判
断
が
困
難

な
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
で

救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど

で
緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
の
た
め
の
も
の
で

す
。
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ほ
か
の
交
通
手
段
…
自
家
用
自

動
車
、
タ
ク
シ
ー
、
患
者
等
搬
送

事
業
者
（
車
両
に
寝
台
や
車
い
す

を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と

「
い
ざ
と
い
う
時
に
応
急
手
当
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
」
資
格
の
あ

る
人
を
乗
務
さ
せ
、
弘
前
消
防
本

部
の
認
定
を
受
け
て
い
る
事
業
所

…
市
内
で
は
十
五
番
タ
ク
シ
ー
と

北
星
交
通
の
２
社
）

応
急
手
当
講
習
会
の
受
講
を

　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を

持
っ
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
、
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
出
張
講
習
】

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

あ
な
た
の
応
急
手
当
が
救
命
の
鍵
で
す　
　

あ
な
た
の
応
急
手
当
が
救
命
の
鍵
で
す　
　

あ
な
た
の
応
急
手
当
が
救
命
の
鍵
で
す　
　

身
に
付
け
よ
う 

応
急
手
当

　耳元で「大丈夫ですか」と呼び
かけながら肩をたたき、反応を
確かめる。反応がない場合は、
周りの人に 119 番通報や AED
の確保を要請。

　あごを上げて気道を確保し、
呼吸を確認。呼吸がなければ息
を２回吹き込む。傷病者の胸や
腹部の動きを見て、息の音を聞
き、ほおで息を感じ、確認する。

　肘をまっすぐに伸ばして胸の
真ん中を垂直に４～５㎝圧迫。
１分間に 100 回のテンポで 30
回圧迫した後、２回人工呼吸を
行う。

　電源を入れ、パットを装着し
て解析。誰も患者に触れていな
いことを確認し、通電スイッチ
を押す。

④
の
後
は
、
す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
人
工
呼
吸
を
再
開
。
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
続
け
て
行
う
。  ④ AED が到着したら  ③胸骨圧迫（心臓マッサージ）  ②気道確保と呼吸確認、人工呼吸  ①反応（意識）を確認する

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

○
消
防
本
部
警
防
課
（
本
町
、
☎

32
・
５
１
０
３
）

○
弘
前
消
防
署
（
本
町
、
☎
32
・

５
１
９
９
）

○
藤
代
分
署（
浜
の
町
東
３
丁
目
、

☎
34
・
１
３
１
７
）

○
西
北
分
署
（
小
友
字
神
原
、
☎

93
・
３
３
１
０
）

○
東
消
防
署（
城
東
中
央
５
丁
目
、

☎
27
・
１
１
５
１
）

○
枡
形
分
署
（
豊
原
１
丁
目
、
☎

33
・
４
３
１
１
）

○
西
分
署
（
鳥
井
野
字
宮
本
、
☎

82
・
３
３
１
１
）

○
目
屋
分
署
（
西
目
屋
村
田
代
、

☎
85
・
３
１
１
９
）

7 …　広報ひろさき　平成２０年９月１日号

0
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火
災

交
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
害

自
損
行
為

急
病

12

622 705
1,168

38 3450 89

3,204
（人）

事故種別搬送人員 合計 5,922人

傷病程度別搬送人員

重症
1,530人

 合　計
5,922人

中等症
2,215人

軽症
2,017人
軽症
2,017人
軽症
2,017人

死亡 159人 その他 1人

6
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赤ちゃんとふれあおう

８月１８日・２１日・２２日

市政懇談会が始まりました

　今年度の市政懇談会が、８月 11 日の石川地区を皮
切りに千年、藤代、二大、東の５地区で開催されました。
　初日の石川地区では、相馬市長や市の幹部職員と市
民の間で、地区からの要望やさまざまな意見について
話し合われ、特に自由質問では、まちづくりについて
活発な声が上がっていました。なお、今年度の懇談会
は市内８地区で開催され、今後の日程は、10 月２日
＝朝陽、３日＝三大、７日＝桔梗野となっています。

　弘前市保健センターで、乳幼児に対する理解を深め、
生命の尊さを学んでもらおうと、小学校５年生～高校
生を対象に、乳幼児とのふれあい体験が行われました。
初日の 18 日は小学校５・６年生の児童５人が参加。
はじめは緊張ぎみだった児童たちも段々と慣れ、最後
は一緒にブロック遊びなどを楽しみました。
　和徳小学校６年の山谷美桜子さんは「小さい子はか
わいいので大好き。機会があればまた参加したい」と
笑顔をみせていました。

８月１１日

まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

ライトアップしたもみじ山

田んぼアート

10
月
12日 りんごの里板柳まるかじ

りウオーク 2008
りんごの里のウオーキング大会。６、12、25 ㎞の３
コース！りんごもぎとり体験もできます

板柳町生涯学習課（☎ 72･1800）

12日・13日 弘前スポレク祭 子どもからお年寄りまで楽しめるさまざまなスポー
ツやゲームなど

弘前市保健体育課（☎ 82･1643）

17日～19日 津軽の食と産業まつり 津軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産品など
を紹介。野外テント村や催しも多数

同運営協議会事務局（弘前商工会
議所内、☎ 33･4111）

24日～
11月９日

弘前城菊と紅葉まつり 菊人形ゾーンは、ＮＨＫ大河ドラマで人気の「篤姫」
をテーマに演出。見応え十分

弘前市立観光館（☎ 37･5501）

２日・３日 ふじさきいきいきまつり 今年はジャンボおにぎり・ロールケーキを作ります。
そのほか、焼肉ガーデン・出店・催し物も多数

藤崎町秋まつり実行委員会（藤崎町企
画課内、☎ 75･3111）

上旬（予定） りんごと米の収穫祭 りんご皮むき大会や農産物加工品販売など 弘前市りんご農産課（☎ 82･1636）
10日・11日 収穫感謝祭＆シクラメン

市
約１万鉢のシクラメンを展示販売！そのほか、たく
さんのイベントがめじろ押し

田舎館村産業課（☎ 58･2111）

15日・16日 黒石りんごまつり りんごを中心としたまちづくりを推進するために、
りんごの即売会や市内商業者による産業展を開催

同実行委員会（黒石市商工観光課
内、☎ 52･2111）

下旬 ふじフェスタ 2008 文化
祭

りんごや花きの競り市のほか、さまざまな出店や芸
能発表会、展示品などが楽しめます

藤崎町秋まつり実行委員会（藤崎
町企画課内、☎ 75･3111）

と　　き イベント名 内　　　容 問い合わせ先

13日・14日 黒石こみせまつり 「日本の道百選」「重要伝統的建造物群保存地区」などに選
定された「こみせ」を舞台に、さまざまなイベントを開催

同実行委員会（黒石商工会議所内、
☎ 52･4316）

13日～15日 猿賀神社十五夜大祭 宵宮、県下獅子踊大会、大幟旗奉納などが行われ、
多くの参拝者でにぎわいます

猿賀神社（☎ 57･2016）

21日 弘前りんごＰＲソング振
り付けコンテスト

弘前りんごＰＲソング「トコ・ドッコイ弘前りんご」
の振り付けコンテスト

弘前市りんご農産課（☎ 82･1636）

21日 暗門祭 暗門神社で行われてきた伝統の神事に、さまざまな
アトラクションが加わった一大イベント

西目屋村商工会（☎ 85･2828）

９
月

中
野
も
み
じ
山
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　

黒
石
市

　

中
野
も
み
じ
山
（
黒
石
市
南
中

野
）
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
、

今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

中
野
も
み
じ
山
は
、
弘
前
藩
主

津
軽
寧
親
（
や
す
ち
か
）
が
、
１

８
０
２
年
に
京
都
か
ら
１
０
０
種

以
上
の
カ
エ
デ
を
取
り
寄
せ
て
移

植
し
て
以
来
、
も
み
じ
の
名
所
と

し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
京
都

の
も
み
じ
の
名
所
嵐
山
に
な
ぞ
ら

え
て
、
小
嵐
山
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
山
中
に
は
、
中
野
神

社
や
渓
流
・
滝
も
あ
り
、
そ
れ
ら

の
眺
め
を
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、

現
在
も
秋
に
な
る
と
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
は
、

赤
や
黄
色
の
も
み
じ
が
闇
に
は
っ

き
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
太
陽
の

の
下
と
は
違
っ
た
美
し
さ
が
現
れ

ま
す
。
10
月
18
日
（
土
）
か
ら
は
、

日
中
に
臨
時
観
光
案
内
所
を
設
置

し
て
観
光
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
11
日
（
土
）
〜

11
月
５
日
（
水
）
の
夕
暮
れ
時
〜

午
後
９
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

黒
石
市
商
工

観
光
課
（
☎
52
・
２
１
１
１
）

第
16
回
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー

　
　
　
　

田
舎
館
村

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
見
物
客
が

訪
れ
、
土
・
日
曜
日
と
も
な
る
と

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
大
盛
況
の
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
。
役
場
天
守
閣
展
望

室
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
七

福
神
「
恵
比
寿
様
」
と
「
大
黒
様
」

は
、
見
る
も
の
に
驚
き
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

10
月
５
日
に
は
「
第
16
回
稲
刈

り
体
験
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

６
月
１
日
に
植
え
た
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
稲
を
鎌
で
刈
り
取
っ
た
り
、

束
ね
た
稲
を
棒
に
掛
け
た
り
と
い

う
、
昔
な
が
ら
の
農
作
業
体
験
が

で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
刈

り
取
っ
て
、
家
族
・
友
人
た
ち
と

一
緒
に
収
穫
の
喜
び
を
満
喫
し
ま

せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
半
受
け
付
け

▽
と
こ
ろ　

田
舎
館
村
役
場
（
田

舎
館
村
田
舎
舘
）
東
側
水
田

▽
申
込
締
め
切
り
日　

９
月
22
日

（
月
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

田
舎
館
村
産

業
課
（
☎
58
・
２
１
１
１
）

　津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の８市町村により、介護認定及び障害程
度区分判定審査・各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

11
月

こ どもチャレンジ教室
　弘前市総合学習センターで８月 19 日、世代間交流
をテーマにした「夏休みこどもチャレンジ教室」が開
催され、市内の小学校３～６年生18人と、東部公民館・
寿大学の 16人が参加しました。
　午前中は、みんなでリンゴを使った料理作りに挑戦
し、完成後はおいしそうに試食。午後はニュースポー
ツ「スカイクロス」を、寿大学の皆さんに指導しても
らいながら楽しく交流を深めました。

８月１９日
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お知らせ

催　

し

駅
前
市
民
ホ
ー
ル　

ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
の
ゲ
ス
ト
は
、
う
ら
ら
会

で
す
。

▽
と　

き　

９
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

▽
と
こ
ろ　

駅
前
市
民
ホ
ー
ル

（
駅
前
町
、
ジ
ョ
ッ
パ
ル
４
階
）

▽
曲　

目　

り
ん
ご
追
分
、
小
さ

い
秋
み
つ
け
た
、
オ
ー
・
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
ほ
か

▽
入
場
料　

無　

料

※
駐
車
場
４
時
間
無
料
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

駅
前
市
民
ホ

ー
ル
（
☎
34
・
１
１
１
２
）

第
３
回
ひ
ろ
さ
き　
　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
と　

き　

９
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
公
園
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場

▽
内　

容　

３
〜
５
人
の
チ
ー
ム

に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
対　

象　

市
民
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
）

※
な
る
べ
く
３
〜
５
人
の
チ
ー
ム

で
申
し
込
み
を
。
３
人
に
満
た
な

い
場
合
は
、
当
日
チ
ー
ム
編
成
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
）

▽
申
込
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
さ

き
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
薬

師
山
さ
ん
、
☎
39
・
７
５
８
０
、

フ
ァ
ク
ス
39
・
７
５
８
１
）

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

動
物
ふ
れ
あ
い　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
と　

き　

９
月
20
日
・
21
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
（
青
森
市
宮
田
字
玉
水
）

▽
内　

容　

犬
や
猫
、
羊
、
ヤ
ギ
、

ウ
サ
ギ
な
ど
動
物
と
の
触
れ
合

い
、
乗
馬
体
験
、
動
物
パ
レ
ー
ド
、

獣
医
さ
ん
な
り
き
り
体
験
、
盲
導

犬
・
警
察
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
な

ど▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
青
森
017
・

726
・
６
１
０
０
）

つ
が
る
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

　

つ
が
る
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

の
研
究
成
果
な
ど
に
つ
い
て
広
く

地
域
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、「
津
軽
の
お
い
し
い
！
新
発

見
〜
見
て
、
ふ
れ
て
、
食
べ
て
み

よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
セ
ン
タ

ー
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

つ
が
る
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー（
平
川
市
光
城
３
丁
目
）

▽
内　

容　

①
施
設
の
公
開
、
研

究
成
果
の
展
示　

②
紫
黒
米
シ
フ

ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
試
食　

③
米

粉
ピ
ザ
作
り
体
験　

④
お
こ
げ

（
ご
は
ん
せ
ん
べ
い
）
の
加
工
実

演　

⑤
加
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

発
し
た
農
産
加
工
品
の
展
示　

⑥

農
産
加
工
に
関
す
る
相
談

▽
問
い
合
わ
せ
先　

つ
が
る
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
・
８
８

０
０
）

「
成
年
後
見
制
度
・

権
利
擁
護
」
講
演
会

　

成
年
後
見
制
度
を
考
え
る
会

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」で
は
、公
益
信

託
青
森
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

助
成
で
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
１
階
会
議
室

▽
講　

師　

高
柳
和
江
さ
ん
（
医

学
博
士
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

成
年
後
見
制

度
を
考
え
る
会「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

（
篠
崎
さ
ん
、
☎
35
・
３
６
７
８
）

津
軽
三
味
線
こ
ど
も
教
室

　

伝
統
の
津
軽
三
味
線
を
弾
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

９
月
13
日
・
27
日
、

10
月
４
日
・
11
日
・
18
日
、
11
月

１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
、
12

月
６
日
・
13
日
・
20
日
、
午
前
10

時
〜
11
時
（
全
12
回
）

▽
と
こ
ろ　

西
交
流
セ
ン
タ
ー

（
城
西
４
丁
目
）

▽
定　

員　

小
・
中
学
生
＝
15
人

（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

※
津
軽
三
味
線
・
付
属
品
一
式
は

無
料
で
貸
し
出
し
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

津
軽

三
味
線
教
室
工
藤
ま
ん
じ
（
☎

34
・
６
５
１
２
）

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前
の
教
室

【
料
理
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前

（
豊
田
１
丁
目
）

▽
内　

容　

皮
か
ら
作
る
も
ち
も

ち
水
ギ
ョ
ー
ザ
、
ふ
る
ふ
る
の
マ

ー
ボ
豆
腐
ほ
か

▽
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

１
０
０
０
円

※
９
月
20
日
ま
で
に
持
参
を
。

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
き
ん

▽
申
込
先　

９
月
５
日
か
ら
、
サ

ン
ラ
イ
フ
弘
前
（
☎
27
・
２
８
１

１
）
へ
。

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
を
希
望
し
、
就
職
に
向
け

て
準
備
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
18
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

▽
と
こ
ろ　

ア
ウ
ガ
（
青
森
市
新

町
１
丁
目
）
５
階
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ
研
修
室

▽
内　

容　

①
講
演
「
働
く
女
性

に
必
要
な
か
ん
た
ん
法
律
（
就
職

活
動
か
ら
年
金
受
給
）」　

②
企
業

と
の
交
流
会「
今
、介
護
の
現
場
で

は
！
介
護
職
に
望
ま
れ
る
も
の
」

▽
定　

員　

50
人

▽
受
講
料　

無　

料

※
希
望
に
よ
り
無
料
で
未
就
学
児

の
託
児
を
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

16
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
、
21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務

所
（
☎
青
森
017
・
776
・
２
０
２
８
、

フ
ァ
ク
ス
017
・
776
・
２
０
２
５
）

か
青
森
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
☎
青
森
017
・
776
・
８
８
０
０
、

フ
ァ
ク
ス
017
・
776
・
８
８
２
８
）へ
。

　

弘
前
学
院
大
学

　

開
放
講
義
（
後
期
）

　

弘
前
学
院
大
学
が
、
開
か
れ
た

大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
通
常
の
大

学
の
講
義
を
学
生
と
一
緒
に
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期　

間　

９
月
22
日
〜
平
成
21

年
２
月
３
日

▽
科　

目　

歴
史
と
社
会
Ｂ
、
科

学
と
現
代
Ｂ
、
文
学
概
論
Ｂ
、
英

会
話
Ⅲ
な
ど
（
予
定
）

▽
資
料
代　

２
５
０
０
円
（
一
部

の
科
目
で
例
外
あ
り
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

１
日
〜
16
日
に
、
弘
前
学
院
大
学

学
務
課
（
稔
町
、
☎
34
・
５
２
１

１
）
へ
。

※
開
講
科
目
・
講
義
概
要
は
、
窓

口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.hirogaku-

u.ac.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座

　

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
認

定
講
座
で
す
。

▽
テ
ー
マ　
「
津
軽
の
誇
り
」

▽
日
程
と
内
容

○
10
月
１
日
（
水
）
＝
講
義
・
実

習
「
大
人
も
楽
し
め
る
科
学
〜
身

近
な
材
料
で
楽
し
む
科
学
マ
ジ
ッ

ク
〜
」
…
講
師
・
工
藤
貴
正
さ
ん

（
県
立
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

教
諭
）

○
10
月
６
日
（
月
）
＝
講
義
「
郷

土
の
作
家
・
葛
西
善
蔵
〜
没
後
80

年
を
迎
え
て
〜
」
…
講
師
・
舘
田

勝
弘
さ
ん
（
県
郷
土
作
家
研
究
会

代
表
理
事
）

○
10
月
15
日
（
水
）
＝
発
表
「
津

軽
の
昔
話
と
北
彰
介
〜
語
り
継
が

れ
て
き
た
津
軽
の
昔
話
」
…
発
表

者
・
千
葉
涼
子
さ
ん
（
中
南
学
友

会
会
員
）

○
10
月
27
日
（
月
）
＝
講
義
「
卍

の
城
物
語
〜
劇
作
家
の
世
界
か
ら

観
る
〜
」
…
講
師
・
畑
澤
聖
悟
さ

ん
（
県
立
弘
前
中
央
高
等
学
校
教

諭
、
劇
作
家
・
放
送
作
家
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

▽
定　

員　

各
回
50
人
程
度
（
先

着
順
）

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
10

月
１
日
の
講
座
の
み
材
料
費
４
０

０
円
が
必
要
。
当
日
持
参
を
）

▽
申
込
先　

９
月
22
日
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加

希
望
日
を
記
入
）
で
、
中
南
教
育

事
務
所
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ

「
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座
」
係
（
☎

32
・
１
１
３
１
、
内
線
２
４
７
、

フ
ァ
ク
ス
36
・
６
５
８
４
）
へ
。

教
室･

講
座

▽資　格　日本国籍を有し、初級一般行政は昭

和 62 年４月２日～平成３年４月１日に生まれ
た人、診療情報管理士は当該資格を有する人、

または平成 21 年５月までに資格取得見込みの
人で、昭和 39年４月２日以降に生まれた人
▽採用予定　初級一般行政＝４人／診療情報管

理士＝１人

▽第１次試験　９月 28日（日）
▽試験場所　県立弘前工業高等学校（馬屋町）

▽試験科目　適性検査、教養試験、作文試験

▽第１次試験合格発表予定日　10月 28日（火）
※第２次試験の詳細は、第１次試験合格者に直

接通知します。

▽受験手続き　人事課（市役所３階、窓口

302）で交付する受験申込書に必要事項を記入
し、９月 10 日（必着）までに同課へ提出して
ください。受付時間は、土・日曜日を除く午前

８時半～午後５時 15 分です。郵送の場合も９
月 10 日までに到着したものに限り受け付けま
す。

▽問い合わせ先　人事課職員係（〒 036・
8551、上白銀町１の１、☎内線 283）
※募集要項は、市のホームページにも掲載して

います。

初級一般行政・診療情報管理士

市職員を募集します

お知らせ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

  

10
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
県
知

事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。

　

調
査
に
先
立
ち
、
９
月
上
〜

中
旬
に
、
調
査
員
が
担
当
の
調

査
区
を
巡
回
し
、
調
査
範
囲
や

調
査
対
象
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
生
活

課
統
計
係
（
☎
内
線
２
６
８
）

お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１
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▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

青
森

県
武
道
館
（
☎
26
・
２
２
０
０
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

aom
orikenbudoukan.com

/

）
 

全
国
一
斉
「
成
年
後
見
」

 

無
料
相
談
会　
　
　
　

　

高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法

が
依
然
と
し
て
な
く
な
り
ま
せ

ん
。
成
年
後
見
制
度
を
活
用
す
れ

ば
、
自
身
や
身
内
が
被
害
に
遭
う

前
に
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

老
後
の
財
産
管
理
や
自
身
亡
き

後
の
相
続
な
ど
、
元
気
な
う
ち
に

で
き
る
こ
と
や
、
既
に
身
内
の
判

断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
の

法
的
な
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
家
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
特
設
電
話
番
号　

☎
青
森
017
・

722
・
３
０
８
１
（
当
日
の
み
）

※
当
日
は
青
森
県
司
法
書
士
会
館

（
青
森
市
長
島
３
丁
目
、
☎
青
森

017
・
776
・
８
３
９
８
）
で
無
料
面

接
相
談
も
開
催
し
ま
す
。
希
望
者

は
直
接
会
場
へ
。

幼
稚
園
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

in
カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド　

　

弘
前
幼
稚
園
協
会
で
は
、
幼

稚
園
教
育
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、「
作
っ
て
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ

ー
」「
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
優
し

い
笑
顔
の
先
生
た
ち
が
待
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
マ
ッ
プ（
市
内
12
園
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

土
手
町
歩
行
者
天

国
内
（
紀
伊
國
屋
書
店
前
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
幼
稚

園
協
会
事
務
局
（
弘
前
大
谷
幼

稚
園
、
☎
32
・
３
３
０
９
）

【一般投影】

★テーマ　秋の夜長の星もの

がたり

★と　き　平日＝午後１時

半、午後３時／日曜日、祝日

＝午前 10時半、午後１時半、
午後３時（各 45分間投影）
※土曜日は“くつろぎプラネ”

と“みんなで星空散歩”を投

影。

★休　み　１日・２日・９日・

16日・24 日・30 日
【くつろぎプラネ】

★テーマ　秋の星座

★と　き　毎週土曜日の午後

１時半と午後３時（各 45 分
間投影）

★観覧料（一般投影・くつろ

ぎプラネ共通）

一　般＝ 240 円
高校生＝ 120 円
※ 60 歳以上の市民、市内の
小・中学生や障害者、外国人

留学生は無料。

【みんなで星空散歩】

★テーマ　秋の黄道星座

★と　き　毎週土曜日、午前

10時半～ 11時
★観覧料　無　料

★問い合わせ先　中央公民館

（☎ 33・6561）

そ
の
他

市
民
体
育
館
の
体
操
教
室

【
親
子
体
操
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
９
日
・
16
日
、

10
月
７
日
・
14
日
、
午
後
３
時
〜

４
時

▽
対　

象　

３
歳
児
と
そ
の
親
＝

20
組

【
小
学
生
体
操
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
９
日
・
16
日
、

10
月
７
日
・
14
日
、
午
後
４
時
〜

５
時

▽
対　

象　

小
学
校
１
・
２
年
生

＝
30
人

【
幼
児
体
操
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
12
日
・
26
日
、

10
月
３
日
・
10
日
、
午
後
３
時
〜

４
時

▽
対　

象　

４
・
５
歳
の
幼
児
＝

30
人

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
（
五
十

石
町
）

▽
内　

容　

マ
ッ
ト
運
動
を
主
に

し
た
体
力
づ
く
り

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
込
先　

９
月
１
日
か
ら
、
市

民
体
育
館（
☎
36
・
２
５
１
５
）へ
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
教
室

　

ユ
ニ
カ
ー
ル
は
室
内
で
行
う
カ

ー
リ
ン
グ
で
す
。
運
動
の
苦
手
な

人
で
も
簡
単
に
で
き
、
ゲ
ー
ム
が

楽
し
め
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
18
日
〜
10
月
16

日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時
半

〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
兼
平
字
猿
沢
）

▽
内　

容　

基
本
技
術
（
投
球
方

法
な
ど
）、ゲ
ー
ム
の
進
め
方
（
作

戦
な
ど
）

▽
対　

象　

初
心
者
の
女
性
＝
15

人▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、

室
内
専
用
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
ふ
き
タ

オ
ル

▽
申
込
先　

岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
☎
82
・
５
７
０
０
）

く
ら
し
の
消
費
者
講
座

　

今
回
は
「
住
ま
い
に
ま
つ
わ
る

税
金
」
を
テ
ー
マ
に
、
税
理
士
が

贈
与
税
、
相
続
税
、
譲
渡
所
得
に

か
か
わ
る
税
金
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
１
階
会
議
室

▽
講　

師　

泉
谷
博
之
さ
ん
（
青

森
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

税
理
士
）

▽
対　

象　

市
民
、市
内
に
通
勤
・

通
学
す
る
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

市
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
・
３
１
７

９
）河

西
体
育
セ
ン
タ
ー
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室　
　
　

【
高
齢
者
の
た
め
の
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
25
日
〜
10
月
23

日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜

11
時

▽
内　

容　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
基
本
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

▽
対　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
市
民
＝
15
人

【
プ
ー
ル
で
体
力
づ
く
り
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
29
日
〜
11
月
17

日
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
半

〜
２
時
半

▽
内　

容　

水
中
で
の
リ
ズ
ム
体

操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

▽
対　

象　

市
民
＝
20
人

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
体
験
教
室
】

▽
と　

き　

10
月
１
日
〜
11
月
12

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午

▽
内　

容　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の

基
本
か
ら
ダ
ブ
ル
ス
の
ゲ
ー
ム
ま

で

▽
対　

象　

市
民
＝
10
人

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

河
西
体
育
セ
ン
タ
ー

（
石
渡
１
丁
目
）

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
希
望
す
る
教
室
名
を
１
つ
記

入
し
、
９
月
12
日
（
必
着
）
ま
で

に
河
西
体
育
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・

８
３
１
６
、石
渡
１
丁
目
19
の
１
）

へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

河
西
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
38
・
３
２
０
０
）

初
心
者
・
中
級
者　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▽
と　

き　

10
月
４
日
〜
11
月
29

日
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時
半

〜
11
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
対　

象　

初
心
者
ま
た
は
中
級

者
の
一
般
女
性
＝
25
人

▽
参
加
料　

１
回
２
０
０
円
（
シ

ャ
ト
ル
代
と
し
て
）

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

を
。

▽
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど
（
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
し

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

弘
前

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
佐
藤
さ

ん
、
☎
33
・
４
５
４
５
）

玉
掛
け
・
ガ
ス
溶
接

技
能
講
習　
　
　
　

▽
と　

き　

玉
掛
け
＝
10
月
７
日

〜
９
日
／
ガ
ス
溶
接
＝
10
月
17

日
・
18
日

▽
と
こ
ろ　

学
科
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

弘
前
（
豊
田
１
丁
目
）
／
実
技
…

玉
掛
け
＝
日
本
通
運
弘
前
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
新
里
字
中
平
岡
）、
ガ
ス

溶
接
＝
新
栄
工
業（
神
田
１
丁
目
）

▽
対　

象　

①
申
請
時
に
求
職
中

で
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
人
（
雇
用
保
険
の
受

給
期
間
を
終
え
て
な
お
求
職
中
の

人
を
含
む
）　

②
出
稼
労
働
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

人▽
定　

員　

各
５
人

▽
受
講
料　

玉
掛
け
＝
１
万
円
／

ガ
ス
溶
接
＝
４
０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
７
０
０
円

が
必
要
。

▽
申
込
受
付　

玉
掛
け
＝
９
月
８

日
〜
16
日
／
ガ
ス
溶
接
＝
９
月
17

日
〜
26
日

※
印
鑑
、
写
真
（
縦
30
㍉
×
横
22

㍉
）
１
枚
、
雇
用
保
険
受
給
者
証

か
出
稼
労
働
者
手
帳
（
有
効
期
限

内
の
も
の
）、
自
動
車
運
転
免
許

証
の
持
参
を
。
な
お
、
代
理
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

商
工

労
政
課
労
政
係
（
市
役
所
６
階
、

☎
内
線
２
５
４
）

平
成
20
年
度
青
森
県

武
道
館
の
武
道
教
室

【
柔
道
教
室
】

▽
と　

き　

毎
週
水
・
金
曜
日
の

午
後
６
時
半
〜
８
時
半
、
毎
週
土

曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時

▽
対　

象　

中
学
生
以
下

【
空
手
教
室
】

▽
と　

き　

毎
週
月
・
木
曜
日
、

午
後
７
時
〜
９
時

▽
対　

象　

小
・
中
学
生

【
少
林
寺
拳
法
教
室
】

▽
と　

き　

毎
週
水
・
土
曜
日
、

午
後
６
時
〜
９
時

▽
対　

象　

小
学
生
以
上

【
剣
道
教
室
】

▽
と　

き　

毎
週
土
曜
日
、
午
後

４
時
〜
７
時

▽
対　

象　

小
学
生
以
上

【
相
撲
教
室
】

▽
と　

き　

毎
週
土
曜
日
、
午
前

10
時
半
〜
午
後
０
時
半

▽
対　

象　

小
・
中
学
生

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
武
道
館
（
豊

田
２
丁
目
、
運
動
公
園
内
）

▽
参
加
料　

月
額
５
０
０
円
（
相

撲
教
室
は
無
料
）

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

を
。

排
水
設
備
工
事　

責
任
技
術
者
試
験

　

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支

部
で
は
、
適
正
な
排
水
設
備
工

事
を
行
う
た
め
、
資
格
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
立
観
光
館
（
下

白
銀
町
）
２
階
研
修
室

▽
受
験
料　

８
０
０
０
円
（
振

り
込
み
手
数
料
を
除
く
）

▽
申
込
先　

９
月
２
日
〜
17
日

に
、
下
水
道
総
務
課
（
市
役
所

５
階
、
☎
内
線
４
３
４
）
へ
。

※
申
込
書
は
、
９
月
２
日
か
ら

同
課
で
配
布
し
ま
す
。

お知らせ

プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウム

弘前文化センター

９月
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２０年９月１日号15

平
成
21
年
度
産
業
振
興　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

　

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興

財
団
で
は
、
地
域
団
体
な
ど
が
実

施
す
る
地
域
の
活
性
化
や
産
業
の

育
成
振
興
の
た
め
の
調
査
研
究
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な
ど
の
事
業

に
対
し
て
資
金
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対　

象　

県
内
の
産
業
団
体
、

地
域
団
体

▽
助
成
金　

事
業
費
の
５
分
の
４

以
内

▽
募
集
期
間　

９
月
１
日
〜
10
月

31
日
（
必
着
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

む
つ
小
川
原

地
域
・
産
業
振
興
財
団
（
☎
青
森

017
・
773
・
６
２
２
２
）

土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
現
地
調
査
を
実
施

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け

る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律（
土
砂
災
害
防
止
法
）

が
平
成
13
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
現
地
調
査
が

市
内
で
順
次
行
わ
れ
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
地
域
の
土
地
利
用
や
地
形
地
質

の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
調
査

員
が
私
有
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
現
地
調
査
時
期　

８
月
下
旬
〜

12
月
下
旬

▽
調
査
作
業
機
関　

キ
タ
コ
ン
、

み
ち
の
く
計
画
、
砂
防
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

▽
問
い
合
わ
せ
先
（
実
施
機
関
）

　

青
森
県
中
南
地
域
県
民
局
地
域

整
備
部
河
川
砂
防
施
設
課
（
☎

32
・
１
１
３
１
、
内
線
２
１
２
・

２
８
０
）

※
調
査
員
は
、
県
の
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
不
審
に
思
っ
た
場
合
に
は
、

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す　
　

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

10
月
１
日
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
カ
ー
ド
型

に
な
り
、
一
般
・
退
職
共
に
「
水

色
」
で
す
。
９
月
下
旬
に
個
人
ご

と
に
発
送
し
ま
す
が
、
８
月
末
現

在
で
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
手

元
に
届
い
た
ら
次
の
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
＝
被
保
険
者
証
を
持
参
し

て
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
既
に
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
し

て
い
る
人
＝
被
保
険
者
証
を
返
還

ま
た
は
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

③
被
保
険
者
証
の
内
容
に
変
更
ま

た
は
誤
り
の
あ
る
人
＝
被
保
険
者

証
を
持
参
し
、
訂
正
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
内
で
転
居
し
た
人
＝
被
保
険

者
証
の
訂
正
の
ほ
か
、
郵
便
局
に

「
転
送
届
」
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

一
部
を
除
き
平
成
21
年
９
月
30
日

で
す
。
な
お
、
特
別
な
事
情
が
な

く
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場

合
、
有
効
期
間
の
短
い
被
保
険
者

証
や
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

国
保
保
険
料
係
（
市
役
所
１
階
、

窓
口
158
、
☎
内
線
２
０
７
）

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

駆
除
に
ご
協
力
を　
　
　

　

ガ
の
一
種
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
が
再
発
生
す
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
樹
木
の
葉
が
透
け
て
い

た
ら
要
注
意
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
５

〜
６
月
、
９
〜
10
月
の
年
２
回
、

卵
が
ふ
化
し
て
幼
虫
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
枝
や
葉
に
白
い
糸

を
巻
き
付
け
て
巣
網
を
作
り
、
集

団
で
巣
網
内
の
葉
を
食
べ
尽
く
し

た
後
、
付
近
一
帯
に
分
散
し
、
広

く
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

▽
駆
除
・
対
策　

幼
虫
は
成
長
す

る
と
巣
網
か
ら
分
散
し
て
し
ま
う

の
で
、
発
見
し
た
ら
直
ち
に
巣
網

ご
と
切
り
落
と
し
、
踏
み
つ
ぶ
す

な
ど
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
巣
網
へ
の
薬
剤
散
布
も
効

果
的
で
す
が
、
樹
木
へ
の
産
卵
を

予
防
す
る
た
め
の
散
布
は
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

薬
剤
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｐ
乳
剤
ま
た
は

Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
乳
剤
を
お
勧
め
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
は
市
販
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
使
用
方
法
を
十
分

確
認
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
各
町
会
を
通
し

て
薬
剤
費
に
補
助
を
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
分
で
駆
除
で
き
な
い

場
合
は
、
造
園
・
害
虫
処
理
の
専

門
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

（
☎
内
線
３
７
３
）

弘
前
学
院
聖
愛
中
学
校

生
徒
募
集　
　
　
　
　

▽
募
集
人
員　

60
人（
推
薦
入
試
・

一
般
入
試
合
わ
せ
て
）

▽
資　

格　

平
成
21
年
３
月
に
小

学
校
卒
業
見
込
み
の
児
童

▽
願
書
受
付

○
推
薦
入
試　

12
月
２
日
〜
11
日

（
日
曜
日
を
除
く
）

○
一
般
入
試
（
第
１
回
）　

12
月

２
日
〜
11
日
（
日
曜
日
を
除
く
）

○
一
般
入
試
（
第
２
回
）　

平
成

21
年
１
月
29
日
〜
２
月
５
日
（
日

曜
日
を
除
く
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
平
日
は
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
、
土
曜
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
１
時
。
願
書
は
弘

前
学
院
聖
愛
中
学
校
（
原
ヶ
平
字

山
元
）
で
随
時
交
付
し
ま
す
。

【
学
校
説
明
会
】

▽
と　

き　

11
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
受
付
は
午
前
９
時
20
分
か
ら
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
学
院
聖
愛
中
学

校▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
学
院
聖

愛
中
学
校
（
☎
87
・
１
４
１
１
）

「
環
境
ま
ん
が
」

作
品
募
集
中

　

ま
ん
が
を
通
じ
て
、
青
森
県
の

豊
か
な
自
然
や
地
球
の
環
境
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
愉
快
な
作
品
（
ま

ん
が
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ　
「
雪
」

▽
内　

容　

１
コ
マ
（
横
18
㌢
×

縦
18
㌢
）
か
４
コ
マ
（
横
10
㌢
×

縦
30
㌢
）
の
い
ず
れ
か
で
、
ど
ち

ら
も
Ｂ
４
版
の
用
紙
を
使
用
す
る

こ
と

▽
対　

象　

県
内
在
住
で
ア
マ
チ

ュ
ア
の
人

▽
部　

門　

一
般
部
門
（
高
校
生

以
上
）、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
中
学

生
以
下
）

▽
申
込
方
法　

作
品
の
裏
に
①
応

募
部
門　

②
タ
イ
ト
ル　

③
住
所

④
氏
名　

⑤
年
齢　

⑥
学
校
名
・

学
年　

⑦
電
話
番
号
を
記
入
し
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切　

９
月
30
日
（
当
日

消
印
有
効
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
青
森
編
集
会
議
「
ま
ん
が

コ
ン
ク
ー
ル
」
係
（
〒
038
・
０
０

０
１
、
青
森
市
新
田
１
丁
目
11
の

５
、
☎
青
森
017
・
782
・
１
２
６
１
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

aom
ori-ec.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。平

成
21
年
度
県
立
弘
前
高
等

技
術
専
門
校
学
生
募
集　
　

　

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
す
る
科
と
定
員　

自
動
車

シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
建
築
シ
ス
テ

ム
工
学
科
＝
各
20
人

▽
訓
練
期
間　

平
成
21
年
４
月
〜

23
年
３
月
（
２
年
間
）

▽
応
募
資
格　

高
卒
者
（
平
成
21

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま

た
は
高
卒
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人▽
願
書
受
付
期
間　

10
月
１
日
〜

31
日

▽
試
験
日　

11
月
11
日

▽
試
験
科
目　

数
学
、
面
接

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
弘
前
高

等
技
術
専
門
校（
緑
ヶ
丘
１
丁
目
、

☎
32
・
６
８
０
５
）

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

【展示会】

◎シダ展　５日～ 10日
◎きのこ展　20日・21 日
【講習会など】

◎きのこの話　20 日、午後
１時半～３時半

◎訪問相談　６日・23日
※樹木医による庭木の出張診

断です。電話で申し込みを。

【弘前城植物園

　　　　…今月見られる花】

ハギ、フランクリンノキ、シ

ュウメイギク、シュウカイド

ウなど

◎休館日　１日・８日・16日・
22 日・29 日
◎問い合わせ先　緑の相談所

（☎ 33・8737）

　

休
日
・
夜
間
納
税

　

相
談
日
の
ご
利
用
を　

　

収
納
課
で
は
、
平
日
の
日
中

に
納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、「
休
日
・
夜
間
納
税

相
談
日
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

人
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
相

談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

こ
の
日
は
電
話
で
の
相
談
や
市

税
な
ど
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

▽
夜
間
納
税
相
談　

９
月
22

日
・
24
日
〜
26
日
の
午
後
５
時

15
分
〜
７
時
半

▽
休
日
納
税
相
談　

９
月
28
日

（
日
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時※
毎
月
第
４
日
曜
日
は
納
税
相

談
日
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所　

収
納
課
（
市
役
所
２
階
、
窓
口

205
、
☎
内
線
２
３
６
・
３
９
１
・

４
０
３
／
夜
間
・
休
日
…
☎

32
・
１
０
８
５
、
32
・
１
０
９

６
、
35
・
１
２
６
９
）

　公売とは、市税などの滞納処分に

より差し押さえた財産を売却し、そ

の代金を滞納市税などに充てるもの

です。

【電話加入権公売】
▽入札期日　９月 30日（火）
　　　　　午前 10時～ 10 時 15 分
▽ところ　収納課（市役所２階）

【インターネット公売】
　ヤフーが運営するインターネット

オークションを利用して、差し押さ

えた財産などを 10月に公売します。
　入札に参加するためには、10月２
日～ 16 日に「ＹＡＨＯＯ！サイト
（弘前市インターネット公売）」から

の参加申し込みが必要です。

　インターネット公売についてのガ

イドラインは市のホームページに掲

載していますので、ご覧ください。

【不動産公売】
　差し押さえた土地や建物などの公

売を 11 月に予定しています。入札
期日など詳細については、決まり次

第お知らせします。

▽問い合わせ先　収納課整理係（市

役所２階、窓口 204、☎内線 237・
394）

公売のお知らせ

お知らせ

緑の相談所

９
月
の
催
し
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弘
前
霊
園
使
用
者
募
集

　

弘
前
霊
園
（
小
沢
字
井
沢
、
墓

地
公
園
内
）
の
、
西
５
区
Ｂ
区
画

に
つ
い
て
、
分
譲
抽
選
会
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
期
限
は
９
月
10
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
報
ひ
ろ
さ
き
８
月

１
日
号
・
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

環
境
保
全
係
（
☎
内
線
２
１
５
）

自
衛
官
募
集

【
看
護
学
生
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

今
年
度
卒
業
見
込
み
の
24
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日　

10
月
25
日
（
１
次
）

▽
試
験
場
所　

千
年
交
流
セ
ン
タ

ー
（
原
ヶ
平
５
丁
目
）

【
陸
上
自
衛
官
（
看
護
）】

▽
資　

格　

看
護
師
の
免
許
を
有

し
、
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
免
許

を
有
す
る
人

▽
試
験
日　

11
月
23
日

▽
試
験
場
所　

仙
台
駐
屯
地
（
仙

台
市
宮
城
野
区
）

【
防
衛
大
学
校
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

今
年
度
卒
業
見
込
み
の
21
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日　

11
月
15
日
・
16
日（
１

次
）

▽
試
験
場
所　

青
森
駐
屯
地
（
青

森
市
浪
館
字
近
野
）

【
防
衛
医
科
大
学
校
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

今
年
度
卒
業
見
込
み
の
21
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日　

11
月
１
日
・
２
日（
１

次
）

▽
試
験
場
所　

青
森
第
二
合
同
庁

舎
（
青
森
市
長
島
１
丁
目
）

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
受
付
期
間　

９
月
８
日
〜
30
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
弘
前

地
域
事
務
所（
城
東
中
央
３
丁
目
、

☎
27
・
３
８
７
１
）

岩
木
・
相
馬
地
区

街
路
測
量
調
査　

　

市
で
は
、
土
地
の
固
定
資
産
に

対
す
る
適
正
な
課
税
を
行
う
た

め
、
岩
木
・
相
馬
地
区
の
街
路
測

量
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
委
託
し
た
調
査
員
が
各
地

区
の
道
路
幅
員
等
を
測
量
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間　

９
月
中
旬
〜
10
月

下
旬
を
予
定

▽
調
査
地
域　

岩
木
地
区
、
相
馬

地
区

▽
問
い
合
わ
せ
先　

資
産
税
課
土

地
係
（
☎
内
線
２
６
１
）

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

青
森
地
方
法
務
局
弘
前
支
局

及
び
弘
前
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
、「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▽
相
談
の
電
話
番
号　

　
　
　
　
　

☎
26
・
１
１
５
０

▽
相
談
内
容　

子
ど
も
に
関
す

る
人
権
問
題
・
悩
み
事
・
心
配

事
な
ど

▽
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
地
方

法
務
局
弘
前
支
局
総
務
課
（
☎

26
・
１
１
５
０
）

月　日 実　施　場　所 時　間

9月 8日

（月）

 上弥生集会所前 10:00 ～ 10:20

 高岡担い手センター前 10:30 ～ 10:50

 健康増進センター（葛原）前 11:00 ～ 11:20

 新岡公民館前 11:30 ～ 11:50

 一町田多目的集会所前 13:10 ～ 13:30

 真土多目的集会所前 13:40 ～ 14:00

 駒越会館前 14:10 ～ 14:30

 熊嶋多目的集会所前 14:40 ～ 15:00

 常盤野小中学校前 10:00 ～ 10:20

 百沢担い手センター前 10:30 ～ 10:50

 宮地研修館前 11:00 ～ 11:20

 五代多目的集会所前 11:30 ～ 11:50

 鼻和多目的集会所前 13:10 ～ 13:30

 岩木庁舎車庫前 13:40 ～ 14:00

 兼平公民館前 14:10 ～ 14:30

 鳥井野多目的集会所前 14:40 ～ 15:00

9 月 9日

（火）

 裾野 農村環境改善センター前 10:30 ～ 11:30

 つがる弘前農協旧北支店前 (元鬼沢支店 ) 11:50 ～ 12:40

 独狐農業研修会館前 14:00 ～ 15:00

 相馬ふれあい館前 10:30 ～ 11:15

 相馬庁舎利雪創造センター前 11:30 ～ 12:15

 東城北２丁目 神明宮前 13:30 ～ 15:00

9 月10日

（水）

 笹舘町会集会所前 10:30 ～ 11:30

 市役所新和出張所前 11:50 ～ 12:40

 つがる弘前農協旧三世寺支店前 14:00 ～ 15:00

 宮舘児童館前 10:00 ～ 11:00

 船沢公民館前 ( 市役所船沢出張所前 ) 11:20 ～ 12:20

 蒔苗町民会館前 13:40 ～ 15:00

9 月11日

（木）

 つがる弘前農協旧東目屋支店前 10:00 ～ 11:00

 亀甲町広場 11:30 ～ 12:20

 弘前市保健センター前 13:40 ～ 15:00

 つがる弘前農協薬師堂支店前 10:00 ～ 11:00

 市役所石川出張所前 11:20 ～ 12:20

 大沢消防屯所前 13:40 ～ 15:00

9 月12日

（金）

 金属町体育センター前 10:00 ～ 11:00

 大開１丁目 坂岡商店前 11:20 ～ 12:20

 桜ヶ丘中央集会所前 13:40 ～ 15:00

 つがる弘前農協和徳支店前 10:00 ～ 11:00

 堅田集会所前 11:20 ～ 12:20

 さくら団地町会集会所前 13:40 ～ 15:00

月　日 実　施　場　所 時　間

9月16日

（火）

 土堂集会所前 10:00 ～ 11:00

 萢中公民館前 11:20 ～ 12:20

 栄町町民会館前 13:40 ～ 15:00

 福村農業研修会館前 10:00 ～ 11:00

 弘前市総合学習センター駐車場 11:20 ～ 12:20

 東和徳町 三上牛乳店前 13:40 ～ 15:00

9 月17日

（水）

 藤代町会集会所前 10:00 ～ 11:00

 西交流センター前 11:20 ～ 12:20

 市民体育館駐車場 13:40 ～ 15:00

 門外 熊野宮前 10:00 ～ 11:00

 つがる弘前農協旧堀越支店前 11:20 ～ 12:20

 取上３丁目 貴船神社前 13:40 ～ 15:00

9 月18日

（木）

 茂森新町公民館前 10:00 ～ 11:00

 喫茶ミニパブキャット駐車場 11:20 ～ 12:20

 桔梗野会館前 13:40 ～ 15:00

 千年公民館前 10:00 ～ 11:00

 安原第一児童公園前 11:20 ～ 12:20

 川先３丁目 種盛不動産前 13:40 ～ 15:00

9 月19日

（金）

 向外瀬集会所前 10:00 ～ 11:00

 宮園団地集会所前 11:20 ～ 12:20

 宮園第二団地集会所前（宮園公園向） 13:40 ～ 15:00

 松原集会所前 10:00 ～ 11:00

 南富田町体育センター前 11:20 ～ 12:20

 南大町２丁目 青葉アパート青葉会館前 13:40 ～ 15:00

9 月22日

（月）

 原ヶ平５丁目 小林電設㈱前 10:00 ～ 11:00

 城南１丁目 城南団地集会所前 11:20 ～ 12:20

 寒沢浴場駐車場 13:40 ～ 15:00

 城東５丁目 天理教弘前分教会前 10:00 ～ 11:00

 東消防署通り 津軽平川土地改良区前 11:20 ～ 12:20

 城東中央１丁目 城東食糧前 13:40 ～ 15:00

平成 20 年度　狂犬病予防注射・犬の登録日程表「秋」

　次の日程で狂犬病予防注射（集合注射）を実施します。

　今年、まだ予防注射を済ませていない場合はこの機会にどうぞ。飼い犬の新規登録もできます。

▽料　金（１頭につき）　注射＝ 3,000 円／登録＝ 3,000 円
▽問い合わせ先　健康推進課（野田２丁目、弘前市保健センター内、☎ 37・3750）／岩木総合支所
民生課（☎ 82・1629）／相馬総合支所民生課（☎ 84・2111、内線 832）

た
い
せ
つ
な

　

家
族
に

　
　

予
防
注
射
を

都市計画法と開発許可制度
【問い合わせ先】都市計画課開発指導係

　　　　　　　（市役所５階、☎内線 445）

都
市
計
画
法

都
市
計
画
区
域

市街化区域

市街化調整区域

既に市街地を形成している区域・
計画的に市街化を促進する区域

建物の建築を抑制する区域

開発行為を行う面積が 1,000 ㎡以上
の場合

開発行為を行う面積に関係なく必要
※既に宅地となっている土地に建物を建築
する場合、建物の使い方や住宅の居住者を
変更する場合なども必要となる場合あり。

？どんな区域？どんな区域？ ？開発許可が必要な場合は？開発許可が必要な場合は？

　多くの人が住み、働き、学び、憩う都市の健全な発

展と秩序ある整備を図るため、市では都市計画区域を

次のように区分しています。

●市街化区域＝既に市街地を形成している区域や計画

的に市街化を促進する区域

●市街化調整区域＝市街化を抑制すべきとして建物の

建築を規制する区域

【開発行為の規制】
　市街化区域と市街化調整区域の区分を確かなものと

するため、開発許可制度が定められています。

　この開発許可制度は、建物を建築する目的で土地の

区画形質を変更する場合（「開発行為」といい、農地

に住宅を建築する場合などがこれに当たる）などに適

用され、次の区分により許可が必要となります。

①市街化区域＝面積が 1,000 ㎡以上の開発行為
②市街化調整区域＝すべての開発行為

　また、市街化調整区域は建物の建築を抑制する区域

としていることから、既に宅地となっている土地に建

物を建築したり、建物の使い方や住宅の居住者を変更

するときなども、許可が必要となる場合があります。

　許可を受けないで開発行為を行ったり建物の使い方

や居住者を変更したときは、是正指導の対象となるほ

か、悪質なときは、罰則の規定が適用される場合もあ

ります。

①

②



18…　広報ひろさき　平成２０年９月１日号19

自
殺
予
防
週
間

自
殺
予
防
週
間

自
殺
に
よ
る
死
亡
を

減
ら
す
た
め
に　
　

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
で

は
、
世
界
的
な
自
殺
予
防
対
策
の

啓
発
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
９
月

10
日
を「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
で
は
平

成
18
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
自

殺
対
策
基
本
法
」に
基
づ
き
、平
成

19
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
「
自
殺

総
合
対
策
大
綱
」の
中
で
、
９
月

10
日
か
ら
16
日
ま
で
を「
自
殺
予

防
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
市
の
自
殺
死
亡
率
は
、
平

成
14
年
の
30
・
２
か
ら
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
18
年
は
30
・
９
と

や
や
減
少
し
た
も
の
の
、
全
国
よ

り
７
・
２
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
に
み
る
と
自
殺
者
は
40
〜

50
代
の
割
合
が
一
番
多
く
、
次
い

で
60
〜
70
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、

「
健
康
ひ
ろ
さ
き
21
」の

重
点
的
取
り
組
み
の
中

に
「
自
殺
に
よ
る
死
亡

を
減
ら
そ
う
」を
挙
げ
、

働
き
盛
り
の
人
と
高
齢

者
へ
の
自
殺
防
止
対
策

を
重
点
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

心
の
悩
み
や
病
気
な

ど
に
つ
い
て
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
信
頼
で
き
る
人

や
専
門
家
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
、
☎

37
・
３
７
５
０
）

※
市
が
開
設
し
て
い
る
も
の
以
外

に
も
、
市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
青
森
県

健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

aom
ori.lg.jp/soshiki/kenko/

syofuku/index.htm
l

）に
「
こ
こ

ろ
の
相
談
窓
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

電
話
番
号
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
。

自
殺
の
サ
イ
ン

　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
数
多
く

認
め
る
場
合
は
、
自
殺
の
危
険
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

①
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
つ
け
よ

う
（
気
分
が
沈
む
・
自
分
を
責
め

る
・
仕
事
の
能
率
が
落
ち
る
・
決

断
で
き
な
い
・
不
眠
が
続
く
）

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長

引
く

③
酒
を
飲
む
量
が
増
え
る

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

　弘前市保健センターでは、本人や家族の

心の悩みについて、保健師が面接して相談

に応じています。相談内容は秘密厳守で応

じています。希望する人は事前に電話で申

し込みください。なお、相談は無料です。

▽９月・10 月の相談日　９月＝２日・16
日／ 10 月＝７日・21日
※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁

目）

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時

（土・日曜日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健セン

ター（☎ 37・3750）

のののののののののののののののののののこころこころ

ンターでは、本人や家族の

て、保健師が面接して相談

健康相談健康相談健康相談健康相談

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

大
き
な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の

（
職
・
地
位
・
家
族
・
財
産
な
ど
）

を
失
う

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
及
ぶ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
厚
生
労
働
省
よ
り
）

そ
の
ほ
か
の「
心
の
悩
み
相
談
」

▽
弘
前
保
健
所
（
精
神
保
健
福
祉

相
談
、
☎
33
・
８
５
２
１
）

▽
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
こ
こ
ろ
の
電
話
、
☎
青
森

017
・
787
・
３
９
５
７
／
３
９
５
８
）

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
も
り
い
の
ち

の
電
話
（
☎
33
・
７
８
３
０
）

９
月
10
日
〜
16
日

23.8 24.0
25.5

23.724.2

30.2
28.8

32.6

39.1

30.9

36.7

39.5
38.3

36.8

31.1

20

25

30

35

40

弘前市

青森県

全　国

自殺による死亡率の年次推移

Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 （年）

人口10万対

■資料：青森県保健統計年報
※平成18年を除く弘前市の数値は合併前の旧３市町村の合計値 　

依
然
と
し
て
日
本
人
の
死
亡
原

因
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
が
ん
」
は
、

弘
前
市
で
も
年
間
総
死
亡
の
３
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
無
症
状
で
進
行
す
る
た

め
、
異
変
に
気
づ
い
た
と
き
に
は

か
な
り
進
行
し
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
が
ん
の
治
療
は
日
進

月
歩
。
現
在
で
は
、
早
期
に
発
見

し
て
治
療
す
れ
ば
完
治
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
の
改
善
と
検
診
の
受
診
が
、

が
ん
予
防
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

が
ん
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク

　

次
の
項
目
は
が
ん
リ
ス
ク
を
高

め
る
生
活
習
慣
で
す
。
あ
な
た
は

心
当
た
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
た
ば
こ
を
吸
う

□
１
年
以
内
に
、
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
な
い

□
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ
な
い

□
塩
辛
い
物
が
好
き

□
魚
よ
り
も
肉
が
好
き

□
毎
日
、
お
酒
を
飲
ん
で
い
る

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

が
ん
予
防
の
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
禁
煙
を
す
る

○
１
年
に
１
度
は
、
が
ん
検
診
を

受
け
る

○
食
生
活
で
は
、
次
の
点
に
気
を

つ
け
る

　

野
菜
や
果
物
を
き
ち
ん
と
食
べ

る
／
塩
分
の
摂
取
量
は
１
日
10
㌘

未
満
に
／
動
物
性
脂
肪
（
肉
の
脂

身
、
バ
タ
ー
な
ど
）
は
控
え
め
に

が
ん
検
診
の
受
診
を

　

市
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
下
図
を
参
照
）。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
検
診
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必

要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
の
検
診
を
受
け
る
と
き
は
】

○
指
定
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と

き
は
、
申
込
時
に
「
市
の
検
診
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
医
療
機
関
や
巡
回
検
診
の

会
場
は
、「
健
康
と
福
祉
ご
よ
み
」

で
確
認
す
る
か
、
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

○
料
金
は
、
市
の
国
保
加
入
者
は

半
額
、
生
活
保
護
受
給
者
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
に
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
、
☎

37
・
３
７
５
０
）
／
岩
木
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
賀
田
字
大
浦
、
☎

82
・
３
５
３
５
）
／
相
馬
庁
舎
健

康
推
進
担
当
（
五
所
字
野
沢
、
☎

84
・
２
１
１
１
、
内
線
８
３
３
）

依
然
と
し
て

因
の
ト
ッ
プ
で

弘
前
市
で
も
年

以
上
を
占
め
て

が
ん
は
無
症

め
、
異
変
に
気

か
な
り
進
行
し

こ
と
が
多
い
病

し
か
し
、
が

月
歩
。
現
在
で

し
て
治
療
す
れ

う
に
な
っ
て
き

習
慣
の
改
善
と

が
ん
予
防
の
カ

が
ん
リ
ス
ク

次
の
項
目
は

め
る
生
活
習
慣

心
当
た
り
が
あ

□
た
ば
こ
を
吸

□
１
年
以
内
に

け
て
い
な
い

□
あ
ま
り
野
菜

□
塩
辛
い
物
が

□
魚
よ
り
も
肉

□
毎
日
、
お
酒

が
ん
に
な
ら

　　がん検診 禁煙
お勧めします！

　　がん検診 と 禁煙

がんは死因の第１位がんは死因の第１位 ９月は
がん征圧月間

胃がん、肺がん、大腸がん検診

▽内　容　胃・肺＝Ｘ線検査／大腸＝便潜血検査

▽対　象　40歳以上の市民

▽料　金　胃＝ 1,000 円／肺＝ 400 円／大腸＝ 500 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関（胃、
大腸のみ）

通年
各医療機関（胃、大腸それぞ
れ単独でも受診できます）

医師会検診セン
ターセット検診

通年 弘前市保健センター…☎ 37・
3750（３つのがん検診をセッ
トで受診できます）巡回（市内会場） 春・秋

前立腺がん検診

▽内　容　血液検査

▽対　象　50歳以上の男性（市民）

▽料　金　500 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

医師会検診セン
ター

通年

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（胃・肺・大腸がんセッ
ト検診時に実施。当日申し込
んでください）

子宮がん検診

▽内　容　子宮頚部細胞診

▽対　象　20 歳以上の女性で偶数歳に達する人（今

年度は平成 21年３月 31日時点で偶数歳）

▽料　金　700 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

巡回（市内会場）
5月～　
翌年 1月

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（40 歳以上の対象者のみ）

乳がん検診

▽内　容　視触診（60歳未満）とマンモグラフィー検査

▽対　象　30 歳以上の女性で偶数歳に達する人（今

年度は平成 21年３月 31日時点で偶数歳）

▽料　金　700 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

巡回（市内会場）
5月～　
翌年 1月

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（40 歳以上の対象者のみ）
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弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

20

あ
な
た
の
健
康
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・　

検
診
の
受
診
を

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
が
行
う
基

本
健
康
診
査
は
特
定
健
康
診
査
に

変
わ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
加

入
し
て
い
る
各
医
療
保
険
者
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

９
月
18
日
・
20
日
・

26
日
・
30
日
、
10
月
１
日
・
４
日
・

７
日
（
９
月
30
日
は
女
性
の
み
）

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

各
日
20
人

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
（
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

は
前
立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

９
月
17
日
・
20
日
・

24
日
・
30
日
、
10
月
４
日
・
８
日

※
９
月
の
託
児
日
は
30
日
（
乳
幼

児
10
人
ま
で
）。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

各
日
10
人

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

【
指
定
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

骨
密
度
検
診
・
結
核
検
診
は
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市

の
指
定
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接

指
定
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ

を
。

※
市
の
指
定
医
療
機
関
や
検
診
な

ど
の
料
金
は
「
健
康
と
福
祉
ご
よ

み
」
で
確
認
す
る
か
、
弘
前
市
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
は
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
す
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま

す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
９
月
24
日
・
25
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
19
年
３
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
９
月
10
日
・
11
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
17
年
２
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
９
月
17
日
・
18
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
19
年
９
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
す
。対
象
児（
平
成
18
年

３
月
生
ま
れ
）に
は
通
知
し
ま
す
。

定
期
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
予
診
票
に
記

入
後
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
い

ず
れ
も
無
料
で
す
。
予
診
票
が
な

い
人
は
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
現

在
、
差
し
控
え
て
い
ま
す
。
日
本

脳
炎
に
感
染
す
る
お
そ
れ
が
高
い

な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
指
定
医
療
機
関
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
三
種
混

合
・
二
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】

　

通
年
接
種
で
す
。
対
象
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
、
受
付
時

間
は
指
定
医
療
機
関
で
確
認
し
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
１
期
＝

１
歳
〜
２
歳
未
満
／
２
期
＝
５
歳

〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象
が
、

現
在
の
１
期
と
２
期
に
加
え
、
３

期
（
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
者
）、
４
期
（
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
）
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
三
種
混
合
＝
生
後
３
か
月
〜
７

歳
６
か
月
未
満
（
１
期
初
回
は
20

日
〜
56
日
間
隔
で
３
回
接
種
）

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
を
。

○
二
種
混
合
＝
11
歳
〜
13
歳
未
満

※
三
種
混
合
予
防
接
種
の
初
回
と

追
加
を
終
了
し
た
児
童
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
児
童
は
早
め
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＝
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
未
満

※
接
種
間
隔
が
短
い
の
で
、
３
か

月
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
を
。

【
広
域
予
防
接
種
】

　

定
期
予
防
接
種
を
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
場
合
は
、
県
内

他
市
町
村
で
も
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）】

　

日
程
と
会
場
は
「
健
康
と
福
祉

ご
よ
み
」
で
確
認
を
。
ど
の
会
場

で
も
接
種
で
き
ま
す
。

▽
実
施
期
間
（
秋
期
）　

９
月
３

日
〜
11
月
27
日

乳
児
子
育
て
教
室

「
離
乳
食
教
室
」　

▽
と　

き　

９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
内　

容　

離
乳
食
講
話
・
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
／
は
じ
め
て
の

歯
み
が
き
講
座

▽
対　

象　

平
成
20
年
４
月
・
５

月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

９
月
１
日
〜
５
日

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
午
後
０
時
半
〜
１
時
半
に
は
、

乳
児
（
０
か
月
〜
11
か
月
児
）
の

身
長
・
体
重
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
電
話
で
、
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

幼
児
子
育
て
教
室

▽
と　

き　

９
月
29
日
（
月
）

▽
受　

付　

午
前
10
時
〜
10
時
半

（
教
室
終
了
は
午
後
０
時
半
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
内　

容　

子
育
て
相
談
／
心
理

相
談
員
の
講
話
／
親
子
遊
び
／
身

長
・
体
重
測
定
（
希
望
者
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
幼
児

（
１
歳
以
上
）
と
そ
の
家
族
＝
40

組
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

９
月
３
日
〜
12
日

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

　

介
護
予
防
を
テ
ー
マ
に
、
計
６

回
開
催
し
ま
す
。

　

第
３
回
目
は
「
元
気
で
長
生
き

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
内　

容　

講
話
と
調
理
実
習
・

試
食
…
講
師
・
市
栄
養
士

▽
対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民
＝

30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
飲
み
物

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

３
日
か
ら
、
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

弘
前
大
学
医
学
部

市
民
公
開
講
座　

【
医
療
崩
壊
は

　
　
　
　

こ
う
す
れ
ば
防
げ
る
】

▽
と　

き　

９
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
半
〜
６
時
40
分

▽
講　

師　

本
田
宏
さ
ん
（
済
生

会
栗
橋
病
院
副
院
長
）

【
対
談
「
美
し
く
生
き
る
」】

▽
と　

き　

９
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▽
講　

師　

か
と
う
か
ず
子
さ
ん

（
女
優
）、
田
中
俊
誠
さ
ん
（
秋
田

大
学
医
学
部
教
授
）

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
医

学
部
産
科
婦
人
科
教
室
（
☎
39
・

５
１
０
７
）

市
民
公
開
講
座　
　
　

「
骨
髄
移
植
を
知
ろ
う
」

　

青
森
県
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
議

会
が
、
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
開
催
し
ま

す
。

▽
と　

き　

９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
大
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

講
演
「
骨
髄
移
植
を

知
ろ
う
」
／
骨
髄
移
植
経
験
談
／

「
い
の
ち
の
リ
レ
ー
」
コ
ン
サ
ー

ト
…
演
奏
・
青
森
山
田
中
学
高
等

学
校
吹
奏
楽
研
究
会

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ア
ス
テ
ラ
ス

製
薬（
☎
青
森
017
・
731
・
１
３
２
６
）

　市民参画センターで実施している子育てサポートシステム

「さんかくネット」では、子育てサポーターの皆さんや利用者

の皆さんの声をもとに、保護者の子育て不安の緩和や情報を共

有する場として「さんかくネットつどいの広場」を開催します。

▽と　き　９月 21日（日）、午前 10時～午後１時

▽ところ　市民参画センター（元寺町）

▽内　容　親子でスキンシップ・ベビーマッサージ…講師・郷

右近歩さん（ロイヤルセラピスト協会指定スクール・アップル

ハンド代表）／おもちゃ出張修理（弘前おもちゃ病院）／自由

遊び

▽対　象　乳幼児とその家族

▽参加料　無　料

▽臨時駐車場　市民中央広場

※台数が限られていますので、できるだけ公共交通機関を利用

するか、相乗りでおいでください。

▽問い合わせ先　市民参画センター（☎ 31・2501）

弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
紹
介
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

市民参画センターで実施している子育てサポートシステム

さんかくネットつどいの広場さんかくネットつどいの広場さんかくネットつどいの広場

年に一度は

検診を受けましょう！



弘前ねぷたまつり
熱く燃えた夏 2008

　国の重要無形民俗文化財に指定されている「弘前ねぷたまつり」が、

８月１日から７日まで開催され、勇壮・華麗な火扇や郷愁漂う囃子（はや

し）の音色が大勢の観衆を魅了しました。

　今年のねぷたまつりには、初陣や復活の４団体が加わり過去最多となる

81 団体が出陣し、伝統のまつりを盛り上げました。

　期間中は２・３日目があいにくの雨模様となりましたが、４日目以降は

天候に恵まれて観客数も順調に推移し、会期中の人出は、昨年より１万人

多い 169 万人を記録しました。

　老若男女が熱く燃えた弘前の短い夏が過ぎ去ると、実りの秋を迎えます。

…　広報ひろさき　平成２０年９月１日号23 22
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弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）

広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

趣のある建物趣のある建物
ガイドマップを作成

◎特別企画展　バッタ展

▽と　き　９月７日（日）～ 23日（火）
　　　　　午前８時半～午後４時半

◎キノコの観察　秋山あんない

▽と　き　９月 14日（日）、午前 10時～
◎きのこ探訪　太陽の道一周

▽と　き　９月 21日（日）、午前９時半～
◎秋をさがそう！パート１

▽と　き　９月 28日（日）、午前 10時～
※いずれも、雨天決行です。

～共通事項～

▽ところ　こどもの森ビジターセンター

（坂元字山元、久渡寺地内）

▽参加料　無　料

▽持ち物　飲み物・昼食、替えの下着・靴

下、雨具

▽問い合わせ先　こどもの森ビジターセン

ター（☎88・3923）／市公園緑地協会（☎
33・8733）

タ展 共通事項

こどもの森９月の行事こどもの森９月の行事

納期限＝９月３０日
☆毎月第４日曜日は納税相談日です。
☆納税は便利で確実な口座振替のご利用を。

今月の市税などの納期今月の市税などの納期

市民税・県民税  第２期
国民健康保険料  第３期
介 護 保 険 料  第３期
後期高齢者医療保険料  第３期

弘前
散策
弘前
散策

　弘前市には、弘前城をはじめとする歴史的な建造物や、明治・大正期の洋風建築物などの文
化財が数多く残されています。また、文化財には指定されていないものの、歴史と文化が息づ
く情緒豊かな建物も数多く点在しています。
　市では、弘前の風情を醸し出している古い建物を、「趣のある建物」として指定し、これら
を紹介するガイドマップ「趣のある建物～弘前散策」を作成しました。
　ガイドマップでは、趣のある建物のほか、弘前公園周辺の文化財、岩木山や五重塔の眺望ポ
イント、昔ながらの情緒ある小路や坂道など、弘前の魅力を紹介しています。また、これらを
巡るモデルコースも併せて紹介しています。ガイドマッ
プを片手に、弘前の魅力を再発見してみませんか。
　ガイドマップは、弘前市役所、岩木・相馬庁舎、各
出張所のほか、右記の場所で無料で配布しています。
詳しくは問い合わせを。
■問い合わせ先　都市計画課計画係（☎内線 448）

主な配布場所

弘前文化センター（下白銀町）

まちなか情報センター（土手町）

市立観光館（下白銀町）

弘前市観光案内所（表町、JR弘前駅内）

りんご公園（清水富田字寺沢）

岩木観光物産案内所（百沢字裾野）

成

　今年度は、
22 件を指定

明治 大正期 洋風建築物など 文

市のテレビ番組市のテレビ番組 スポット弘前くらしと話題スポット弘前くらしと話題

安心できる子育てのために

 ～子育て支援事業～
　赤ちゃんが生まれた家庭を訪問するこんにちは赤ちゃん事業や

子育て支援員の活動を紹介します。

○放送日　９月 20 日（土）、午前 10 時 45 分～ 11 時

○放送局　青森テレビ（ＡＴＶ）


